
組
合
の
要
請
に
対
し
、
日

建
連
側
は
福
田
雄
一
常
務
執

行
役
他
二
名
が
対
応
し
ま
し

た
。
日
建
連
は
、
三
年
前
の

２
０
１
１
年
4
月
、
建
設
業

団
体
と
し
て
の
機
能
を
一
層

強
化
・
拡
充
し
、
建
設
業
の

発
展
に
向
け
た
活
動
を
よ
り

強
力
に
展
開
す
る
た
め
、
日

本
建
設
業
団
体
連
合
会
（
旧

日
建
連
）
、
日
本
土
木
工
業

協
会
（
土
工
協
）
、
建
築
業

協
会
（
建
築
協
）
の
3
団
体

が
合
併
し
、
日
本
建
設
業
連

合
会
（
新
日
建
連
）
と
し
て

新
た
な
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
会
長
・
副
会
長
・
代
表

理
事
は
ス
ー
パ
ー
ゼ
ネ
コ
ン

鹿
島
建
設
、
大
成
建
設
、
清

水
建
設
の
各
社
長
が
、
事
務

方
ト
ッ
プ
で
常
勤
の
代
表
理

事
、
業
務
執
行
理
事
に
は
、

元
・
建
設
省
大
臣
官
房
審
議

官
、
元
・
内
閣
府
沖
縄
総
合

事
務
局
次
長
、
元
・
国
土
交

通
省
大
臣
官
房
審
議
官
と
い

う
そ
う
そ
う
た
る
顔
ぶ
れ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

日
建
連
は
、
昨
年
７
月
に

労
務
賃
金
改
善
等
推
進
要
綱

を
決
定
し
（
下
文
参
照
）
、

そ
の
中
で
「
元
請
け
は
、
一

次
下
請
け
に
対
し
、
設
計
労

務
単
価
の
引
き
上
げ
の
趣
旨

に
か
な
う
適
切
な
賃
金
が
支

払
わ
れ
る
よ
う
要
請
」
と
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
要

綱
を
本
当
に
推
進
し
て
い
く

の
で
あ
れ
ば
公
契
約
条
例
制

定
な
ど
の
一
定
の
強
制
力
を

も
っ
た
法
令
が
必
要
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
明
確
な
賛
同
は

得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
要
請
に
は
全
国
建

設
現
場
部
会
を
代
表
し
て
群

馬
県
本
部
の
横
坂
書
記
長
も

参
加
し
ま
し
た
。

群
馬
県
本
部
（
委
員
長
藤

島
研
）
は
、
前
橋
市
総
合
福

祉
会
館
で
、
第
十
五
回
県
本

部
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

関
東
測
量
支
部
は
じ
め
ダ
ン

プ
支
部
や
建
築
支
部
、
学
童

保
育
支
部
な
ど
全
支
部
か
ら

代
表
が
参
加
し
、
春
闘
・
夏

季
闘
争
の
強
化
と
、
組
織
拡

大
月
間
の
取
り
組
み
推
進
等

に
つ
い
て
議
論
し
、
一
連
の

議
案
を
決
定
し
ま
し
た
。
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全
国
ダ
ン
プ
部
会
や
全
国
建
設
現
場
部
会

な
ど
で
構
成
す
る
建
交
労
建
設
産
別
対
策
委

員
会
は
、
四
月
二
日
（
水
）
午
後
二
時
か
ら

一
般
社
団
法
人
日
本
建
設
業
連
合
会
（
会
長：

中
村
満
義
鹿
島
建
設
社
長
）
に
対
し
「
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
引
き
上
げ
に
つ
い
て
」

要
請
し
ま
し
た
。
対
応
し
た
日
建
連
の
福
田

雄
一
常
務
執
行
役
は
「
日
建
連
と
し
て
も
労

務
単
価
引
き
上
げ
を
会
員
に
徹
底
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。
設
計
労
務
単
価
の
大
幅
引
き
上

げ
が
行
わ
れ
今
が
絶
好
の
機
会
だ
。
こ
の
機

会
を
逃
が
し
た
ら
実
現
で
き
な
い
」
と
前
向

き
な
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

を
担
保
で
き
る
「
公
契
約
条
例
制
定
」
に
つ

い
て
は
、
反
論
し
な
い
ま
で
も
明
確
な
賛
同

の
声
は
聞
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

設
計
労
務
単
価
大
幅
引
き
上
げ
に
伴
い

下
請
労
働
者
・
一
人
親
方
賃
金
に
反
映
を

日建連
初要請

平成25年７月18日決定

日本建設業連合会

第１ 適切な労務賃金支払いの要請

公共工事設計労務単価が適用される公共工事（「本件対象工事」）

について、日建連会員企業は、一次下請に対し、見積り依頼時に公

共工事設計労務単価を交付し、公共工事設計労務単価の引上げの趣

旨にかなう適切な賃金が支払われるよう要請。一次下請以下は、そ

れぞれの再下請に対し同様の要請。

第２ 労務賃金の状況調査の実施

日建連会員企業は、本件対象工事について定期的（当面、四半期毎）

に労務賃金の状況等の調査を実施（平成２５年度及び２６年度）。

第３ 社会保険等加入促進

「日建連社会保険加入促進計画」（平成２４年４月）に則り対応。

「添付１」

第４ 適正な受注活動の徹底

平成２５年４月２５日付け理事会決議の趣旨を踏まえた適正な受注

活動の徹底。「添付２」

第５ 民間工事における取組み

民間工事の発注者の適切な理解と協力を依頼。

第６ 重層下請構造の改善

下請の重層化の進行が技能労働者の処遇低下を招いた面もあること

を踏まえ、工事種別や職種別に改善の必要性と可能性を検証し、５

年後を目途に可能な分野で原則二次（設備工事は三次）までの実現

を目指す。

第７ 技能労働者の処遇改善の総合的な取組み

「建設技能者の人材確保・育成に関する提言」（平成２１年５月）

の充実を図り、総合的な取組みを推進。

第８ 関係方面への要請

すべての元請企業と下請企業、官民の建設工事発注者及び建設業所

管の行政庁に対し、共に、それぞれの立場から取組みを進めていく

ことを要請。

第
十
五
回
県
本
部
委

員
会
を
前
橋
で
開
催

第85回群馬県中央メーデ

5月1日（木）午後5：30

前橋公園芝生広場
大企業の内部留保は270兆円を超

えましたが、その半分は労働者の賃金

が下がり続けた1998年以降に積み増

ししたものです。大企業と金持ちだけ

がお金を貯めこんでいるのでは、国民

の生活が豊かにならず景気も良くなら

ないのは当然です。ところが安倍政権

は、消費税大増税と社会保障切り捨て

で国民からお金を吸い上げ、大儲けを

している大企業に税金をまけてやると

いうのです。これでは国民生活も地域

経済も破綻してしまいます。

さらに安倍政権は、労働者派遣法の

大改悪やTPP交渉推進、原発再稼働、

集団的自衛権容認、武器輸出推進など

「戦争ができる国づくり」を推し進め

ています。いまこそ、安倍「暴走」政

治を許さず、憲法が生きる社会を実現

するため、ご一緒に声を上げていきま

しょう。ぜひメーデにご参加ください。

労務賃金改善等推進要綱の決定について



恒
例
と
な
り
ま

し
た
組
合
員
集

団
健
康
診
断
を
、

今
年
も
次
の
と

お
り
実
施
し
ま

す
。
本
人
の
健

康
管
理
は
も
と

よ
り
、
建
築
や

ダ
ン
プ
な
ど
、

現
場
で
健
康
診

断
書
の
提
出
を
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
お
り
，
そ
れ
に
対
応
し
た
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

★
申
し
込
み
締
め
切
り

５
月
１
５
日
。
期
日
厳
守
。

★
費
用
は
一
人
５
７
１
９
円

・
基
本
検
査
（
検
尿
、
血
液
、
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
、
便
潜
血
、
聴
力
、
男
性
は
前
立

腺
癌
（
女
性
は
骨
密
度
）
。
こ
の
他
に
オ

プ
シ
ョ
ン
で
＋
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
の
場
合
合

計
７
４
５
７
円
。
さ
ら
に
＋

Ｃ
Ｔ
に
よ
る
内
臓
脂
肪
検
査

だ
と
１
０
４
８
１
円
。

建
設
国
保
、
中
建
国
保
加

入
の
組
合
員
は
６
千
円
～
１

万
円
ま
で
の
補
助
金
制
度
が

あ
り
ま
す
。
は
る
な
生
協
の

組
合
員
で
な
い
人
は
組
合
員

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
（
出
資

金
１
千
円
）

関
東
測
量
支
部
執
行
委
員
会
は
、
２
０

１
４
春
闘
要
求
の
団
交
を
三
月
二
十
日
、

同
月
二
七
日
と
行
い
、
賃
上
げ
に
つ
い
て

左
記
の
と
お
り
妥
結
し
ま
し
た
。

●
こ
れ
ま
で
の
総
合
職
基
本
給
を
四
月

一
日
よ
り
三
％
引
上
げ
る

●
定
昇
込
み
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
、
管
理
職

含
む
総
合
職
の
平
均
賃
上
げ
額
九
六
〇
七

円
で
、
組
合
員
平
均
賃
上
げ
額
は
九
二
一

一
円
で
三
・
九
二
％
ア
ッ
プ
。

こ
れ
ま
で
の
賃
金
表
は
二

〇
〇
七
年
か
ら
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
七
年
ぶ
り
の
賃
金

表
の
改
定
に
ま
り
ま
す
。
組

合
と
し
て
は
賃
上
げ
さ
れ
た

賃
金
を
持
続
し
て
ほ
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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★

紹
介
者
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
進
呈
★

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

0
2
7
-
2
2
3-
9
9
6
6

組
合
員

拡
大
対

象
者

紹
介

カ
ー

ド

拡
大

対
象

者
氏

名

住
所

携
帯

電
話

固
定

電
話

Ｆ
Ａ
Ｘ

業
種

建
設

（
工
事

）
ダ

ン
プ

運
送

測
量

学
童

保
育

そ
の

他
（

）

摘
要

紹
介

者
氏

名

4月15日（火） アイズ高崎分会会議

4月16日(水） 群馬生公連幹事会

4月22日（火） 県労会議最賃委員会

4月26日（土） 山王協同分会会議

5月1日（木） 第８５回メーデ

5月8日（木） ダンプ支部執行委員会

5月18日（日） 事業団定期総会

5月20日（火） アイズ高崎分会会議

5月24日（土） 山王協同分会会議

6月10～11日 関東地方協議会幹事会

6月12日（木） ダンプ支部執行委員会

6月13～15日（日） 建交労学校

6月15日(日） 建交労集団健康診断

6月17日（火） アイズ高崎分会会議

6月18日(火）) アイズ高崎分会会議

6月28日(土）) 山王協同分会会議

4月～６月の主な日程

定
昇
込
み
ベ
ア
３
・
９
２

％

＝
関
東
測
量
支
部

＝

建交労集団健康診断
日時：6月15日(日)

午前9時00分より

場所：高崎中央病院

（はるな生協）

※事前申込必要


